
 

 

報道関係各位 
2026 年 5 ⽉ 20 ⽇ 

株式会社 PR TIMES 

JAXA 宇宙戦略基金事業部と PR TIMES が、 
宇宙産業の情報発信強化に向け連携 

-  採択機関へ「半年間 6配信（毎⽉ 1配信）」を無償提供。本⽇より受付を開始し、後⽇広報セミナーを開催- 

 
株式会社 PR TIMES（東京都港区、代表取締役：⼭⼝ 拓⼰、東証プライム・名証プレミア：3922）は、国⽴研究開

発法⼈宇宙航空研究開発機構（JAXA）宇宙戦略基⾦事業部（東京都中央区、事業部⻑：内⽊悟）と、宇宙関連事業者
の情報発信を通じた宇宙産業の振興に向け、連携・協⼒することをお知らせいたします。 

本連携に基づき、宇宙戦略基⾦の採択機関等に対し、プレスリリース配信の無償提供や広報セミナーの実施を予定
しています。これに合わせ、2026 年 5 ⽉ 20 ⽇（⽔）より対象事業者向けの特別プログラムの受付を開始し、後⽇、
具体的な情報発信ノウハウを伝えるセミナーを開催いたします。 
 
＜本連携における主な取り組み＞ 
・宇宙戦略基⾦に採択された実施機関等に「PR TIMES」を無償で活⽤できる特別プログラムを提供（⽉ 1 件/6 カ⽉） 
・宇宙ビジネスをテーマとした広報・PR セミナーの開催 
・JAXA 宇宙戦略基⾦事業部による情報発信においても「PR TIMES」を無償提供 

 
 

未知へ挑む「⾏動者」を、情報発信の⾯から⽀える 
  
宇宙産業は今後の成⻑が⼤きく期待される分野であり、数多くのスタートアップや企業が独⾃の技術やサービスを
もって、社会課題の解決や新たな価値創造に取り組んでいます。 
⼀⽅で、技術の専⾨性が⾼いがゆえに「その価値を⼀般の⽣活者やメディアにどう伝えればよいかわからない」「開
発にリソースを割かれ、広報のノウハウが不⾜している」といった課題があると考えています。 

 
せっかくの素晴らしい挑戦も、届くべき⼈に届かなければ、協⼒者や次の投資、そして社会への実装が遅れてしま
う可能性があります。本連携を通じて、宇宙ビジネスに取り組む事業者が情報発信に挑戦できる環境を整えたいと考
えています。当社は「⾏動者発の情報が、⼈の⼼を揺さぶる時代へ」というミッションを掲げています。宇宙という
未知の領域に向けて⾏動を重ねる⽅々を、応援したいという想いから、今回の連携に⾄りました。 
これまでに当社は、2026年 2⽉に株式会社 ALEが掲げる「⼈⼯流れ星プロジェクト」の想いに共感し、同社の公式
パートナーにも参画しています。 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001620.000000112.html 
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総額 1兆円規模で宇宙産業を⾶躍させる「宇宙戦略基⾦」について  
宇宙戦略基⾦は、⽇本の宇宙産業を次世代へと⾶躍させることを⽬的に、宇宙航空研究開発機構（JAXA）が運営し
ている総額 1兆円規模の国家プロジェクトです。 
世界的に宇宙関連市場が急拡⼤し、国際的な開発競争が激化するなか、従来の「官主導」から「官⺠連携」への転
換を図り、宇宙ビジネスの市場拡⼤、地球規模の社会課題の解決、新たなフロンティアの開拓を通じて、産・学・官
が⼀体となり、⽇本の宇宙産業を世界へ⽻ばたかせることを⽬指すものです。 

 
同基⾦では具体的に、「輸送（ロケット等）」「衛星等」「探査等」の 3 分野において、スタートアップをはじめとす
る⺠間企業・⼤学等による技術開発について、審査を経て⽀援対象を決定。成果が出るまでに時間がかかりがちな開
発に腰を据えて取り組んでもらうため、最⼤ 10年間にわたり、資⾦提供という側⾯から強⼒に後押ししています。 
▼JAXA宇宙戦略基⾦の概要 

https://fund.jaxa.jp/about/ 
 
提供する⽀援内容：プレスリリース配信の無償提供や広報セミナー、宇宙戦略基⾦の情報発信促進  
１．採択機関向け「特別プログラム」の提供（条件付き無償プログラム） 
宇宙戦略基⾦に採択された実施機関に対し、本来有償である「PR TIMES」でのプレスリリース配信を⼀定条件のも
と、無償で利⽤できるプログラムを提供します。 
本連携では、事業の進捗をこまめに発信いただけるよう、「任意の利⽤開始⽇から半年間（6 カ⽉間）、毎⽉ 1 配信
（計 6 配信）」をご利⽤いただける特別枠を提供します。宇宙ビジネスにおける技術開発の進捗やマイルストーンなど
を「定期的に発信する」習慣化をサポートし、継続的な発信によってステークホルダーとの接点を増やし、採⽤・資
⾦調達・事業連携など次のアクションにつながる認知形成を⽬指します。 
 
２．広報・PR セミナーの開催（開催決定・本⽇発表） 
宇宙関連事業を展開する企業に向けた、広報・PRのノウハウをお伝えするセミナーを開催いたします。 
また、本連携を契機として 2026 年 6 ⽉ 26 ⽇（⾦）に、宇宙事業者を対象とした情報発信キックオフセミナーを

JAXA 宇宙戦略基⾦事業部と PR TIMES の共催形式で開催します。本セミナーは、宇宙戦略基⾦の採択機関に無償でご
参加いただくことができ、ノウハウの共有だけでなく、宇宙系企業の広報・PR 担当者同⼠の横のつながりを創出し、
互いに⾼め合えるコミュニティを形成することも⽬的としています。 
・開催⽇時： 2026 年 6⽉ 26⽇（⾦） 
・会場：宇宙ビジネス共創拠点 X-NIHONBASHI 
・参加費：無料 
・対象：宇宙戦略基⾦採択機関、また JAXA宇宙戦略基⾦事業部よりご案内いただく事業者 
・共催：JAXA宇宙戦略基⾦事業部／株式会社 PR TIMES 

 
３．JAXA 宇宙戦略基⾦事業部による情報発信に際し「PR TIMES」を無償提供 

JAXA 宇宙戦略基⾦事業部が推進する各種プログラムの公募情報や、⽀援施策、イベント開催などの発信において
「PR TIMES」を無償で活⽤いただきます。 
事業部⾃らの情報発信⼒を⾼めることで、宇宙戦略基⾦に関する取り組みをより広く世の中に届けることを後押し
します。 

 
連携に寄せるコメント  
国⽴研究開発法⼈宇宙航空研究開発機構（JAXA） 宇宙戦略基⾦事業部 企画推進課 課⻑ 伊奈 康⼆ ⽒ 

JAXAでは 2024年から 10年間で総額 1兆円規模の⽀援を⽬指す宇宙戦略基⾦の運営を⾏っており、これまでに 160
件以上の実施機関を採択し、輸送、衛星、探査等の各分野における技術開発を⽀援しています。 
宇宙戦略基⾦事業の成果を事業化・社会実装につなげ、宇宙産業のエコシステムを拡⼤していくためには、宇宙戦
略基⾦事業や実施機関が取り組む技術開発の内容について多くの⽅々に知っていただき、多様な視点からの意⾒をい
ただき、連携の機会を得ることが重要と考えています。 
このため、このたび JAXA宇宙戦略基⾦事業部として、情報発信⼒の⾼いプレスリリース配信サービス「PR TIMES」
様と連携させていただくことになりました。 
本連携を通じ、宇宙戦略基⾦事業に関する情報をより広く世の中に届け、フィードバックや連携の機会を得ること
で、成果の最⼤化につなげていきます。 

 

https://fund.jaxa.jp/about/


 

 

株式会社 PR TIMES 第⼆営業部 パートナービジネスプロジェクト 森 悠哉 
このたび、JAXA 宇宙戦略基⾦事業部様と連携の機会をいただきましたこと、⼤変光
栄に存じます。 
私の幼い頃の夢は、宇宙運⽤管制官になることでした。「未知の世界に挑戦する⼈を
バックアップしたい」という思いがあったからです。宇宙は今なお未知の領域が広が
り、多くの⼈々の好奇⼼を刺激し続ける存在です。本連携を通じて、宇宙ビジネスとい
う未知の領域に⼿探りながら挑戦される採択機関の皆様を、情報発信の⾯からバックア
ップできることに⼤きな喜びを感じています。 
プレスリリースは、誰かを思い、悩み、⾏動した末に⽣まれた「挑戦の証」です。宇
宙戦略基⾦事業部様の後押しによって⽣まれる数々の成功や失敗、そして挑戦のプロセ
スそのものを、プレスリリースを通じて社会へ広く届けるために、全⼒で取り組んでま
いります。 
 
株式会社 PR TIMESについて  

PR TIMES（読み：ピーアールタイムズ）は、「⾏動者発の情
報が、⼈の⼼を揺さぶる時代へ」をミッションに掲げ、「⾏動
者」のポジティブな情報がニュースの中⼼となり、個⼈を勇気
づけ前向きにする社会の実現に挑んでいます。私たちは⼈の⾏
動や頑張りの結晶を、その想いを紡いで発表するのがプレスリ
リースだと考え、企業規模を問わず「⾏動者」が⾃ら発信でき
る、PR の⺠主化を⽬指して事業を展開しています。プレスリリ
ース配信サービス「PR TIMES」の利⽤企業数は 12 万 4000 社を
超え、国内上場企業の 65％超に利⽤いただいています。情報収
集のため会員登録いただくメディア記者 2 万 9000 ⼈超、サイト
アクセス数は⽉間約 9000万 PV、プレスリリース件数は⽉間 4万
6000件超、累計で 200万件を超えています。全国紙WEBサイト
等含むパートナーメディア260媒体以上にコンテンツを掲載して
います（2026年 2⽉時点）。 
他にも、ストーリーで伝える「PR TIMES STORY」、動画で伝える「PR TIMES TV」、PR活動の設計から実⾏まで伴⾛する PRパ
ートナー事業、アート特化型の PRプラットフォーム「MARPH」、「STRAIGHT PRESS」等のニュースメディア事業で、情報発表と
その伝播を⽀援する他、⽣まれた企画が発表に⾄るまで前進できるよう⽀えるタスク・プロジェクト管理ツール「Jooto」、さらに
発表後のお客様対応や情報整理を円滑に⾏えるカスタマーサポートツール「Tayori」など、「⾏動者」を⽴体的に⽀える事業を運
営しています。 
また⼦会社には、スタートアップメディア「BRIDGE」を運営する株式会社 THE BRIDGE、ソフトウェア受託開発を⾏う株式会社
グルコース、SNSマーケティング⽀援の株式会社 NAVICUSがあります。 

 
【株式会社 PR TIMES会社概要】 
ミッション：⾏動者発の情報が、⼈の⼼を揺さぶる時代へ 
会社名  ：株式会社 PR TIMES  （東証プライム、名証プレミア 証券コード：3922） 
所在地  ：東京都港区⾚坂 1-11-44 ⾚坂インターシティ 8F 
設⽴   ：2005年 12⽉ 
代表取締役：⼭⼝ 拓⼰ 
事業内容 ：- プレスリリース配信サービス「PR TIMES」（https://prtimes.jp/）の運営 

- ストーリー配信サービス「PR TIMES STORY」（https://prtimes.jp/story/）の運営 
- クライアントとメディアのパートナーとして広報・PR⽀援の実施 
- 動画 PRサービス「PR TIMES TV」（https://prtimes.jp/tv）の運営 
- アート特化型オンライン PRプラットフォーム「MARPH」（https://marph.com/）の運営 
- カスタマーサポートツール「Tayori」（https://tayori.com/）の運営 
- タスク・プロジェクト管理ツール「Jooto」（https://www.jooto.com/）の運営 
- 広報 PRのナレッジを届けるメディア「PR TIMES MAGAZINE」（https://prtimes.jp/magazine/）の運営 
- プレスリリース専⽤エディター「PR Editor」（https://preditor.prtimes.com/app/）の運営 
- Webニュースメディア運営、等 

URL    ：https://prtimes.co.jp/ 
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